
 

 

 

 

この土曜日は鈴鹿高専、日曜日はメリノール育成、来週平日に

は古川、大橋とどんどん入試が行われていきます。ここから２週

間の間に、ほぼ全員がどこかの学校を受験することになります。

入試が終わった後、「あまり力を発揮できなかった」「問題のやり

忘れがあった」という声を聞きます。普段ならあり得ないような

ミスをしてしまうのが、入試の特徴でもあります。この原因は、

「平常心」を保てていないことにあります。また、平常心を保てな

くなる原因があります。それをいくつか書いておきます。 

① ギリギリに受験会場に到着してしまう。 

ほとんどの学校で、試験開始の３０分前が集合時間、受付とな

っています。ここに走りこんでくる人たちがいつもいます。公共交

通機関を使っていく場合、ギリギリの電車ではなく、一本早い電

車を必ず調べておき、可能であればそれに乗ることにしましょう。早く着きすぎているくらいで

も構いません。 

② 忘れ物をしてしまう。 

受験票、筆記用具、スリッパはどの高校でも共通する持ち物です。以前、受験票を忘れた生

徒がおり、家庭に連絡したうえで急いで持ってきてもらったことがありました。幸い試験には

間に合いましたが、平常心で受験することはきっとできなかったことでしょう。持ち物の確認を

必ず前日には行うこと！ 

③ わからない問題にあせってしまう。予想外の質問にあせってしまう。 

すべての問題を網羅することは、どれだけ勉強しても難しいことです。また、何度面接練習

を繰り返しても、想定外の質問はあります。全てのことが「あり得る」と思っておくことが、心の

余裕を生みます。また、そのような問題、質問に対しては多くの人が同じように感じていると思

っておくことです。周りの生徒が賢く見えることが受験の常ですが、実際には同じような気持

ちで臨んでいるはずです。 

準備こそが大切です。「どれだけ準備をしても、少し不安がある。少し緊張してい

る。」くらいの状態で入試本番を迎えられるようにしてください。 

保護者の皆様へ 

いよいよ入試本番となります。学校によっては難しい所もありますが、なるべく

公共交通機関を利用して参加するようにしてください。メリノール育成入試につ

いては本日バスの案内表を配布します。 

欠席、遅刻の場合は学校から連絡を入れる決まりになっています。必ず H＆S

で連絡してください。全会場に西朝明中学校の教員が行くことは不可能なので、

H＆S での連絡を徹底したいと思います。よろしくお願いいたします。 
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